
「
健
康
」
と
い
う
用
語
は
、
医
学
関
係
者
だ
け
で
な
く
、
広
く
一
般
市
民
の
間
で
も
日
常
的
に
使
わ
れ
て
い
る
常
識
語
で
あ
る
。
で
は
い
つ

ご
ろ
か
ら
使
わ
れ
始
め
た
か
と
い
う
と
、
漠
然
と
明
治
以
後
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
明
治
以
後
の
図
書
に
は
み
ら
れ
る
が
、
そ

れ
以
前
に
は
ほ
と
ん
ど
見
か
け
な
い
か
ら
で
あ
る
。
で
は
だ
れ
が
作
っ
た
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
今
ま
で
こ
れ
を
検
討
し
た
人
は
な
い

筆
者
は
大
学
で
学
校
保
健
を
講
義
し
て
い
て
、
健
康
と
い
う
用
語
は
毎
日
用
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
の
で
、
こ
の
語
の
創
始
者
は
だ
れ
か
、

調
べ
て
み
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
結
果
、
「
健
康
」
と
い
う
用
語
を
日
本
の
医
学
界
に
提
供
し
、
今
日
の
意
味
で
使
い
は
じ
め
た
の
は
、
大
阪

の
緒
方
洪
庵
（
一
八
一
○
～
一
八
六
三
）
で
は
な
い
か
と
い
う
結
論
に
達
し
た
の
で
、
報
告
し
て
み
た
い
。
会
員
の
皆
様
の
ご
意
見
を
お
願
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

｛
９
ス
％緒

方
洪
庵
が
、
「
健
康
」
と
い
う
用
語
を
提
案
し
た
の
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
ゲ
ソ
ン
ド
ヘ
イ
ド
鴨
Ｎ
ｏ
ａ
言
こ
の
訳
語
と
し
て
で
あ
る
。

実
際
に
用
い
た
の
は
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
四
月
刊
行
し
た
彼
の
主
著
『
病
学
通
論
』
に
於
け
る
も
の
が
始
め
と
思
わ
れ
る
。

（
１
）

彼
は
「
健
康
」
の
定
義
に
つ
い
て
、
『
病
学
通
論
」
巻
之
二
「
疾
病
総
論
」
の
項
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
凡
ソ
、
人
身
諸
器
ノ
形
質
鉄
ル
所
ナ
ク
、
気
血
ノ
循
環
滞
ル
所
ナ
ク
、
運
営
常
ヲ
衛
ル
者
ヲ
「
健
康
」
（
ゲ
ソ
ン
ド
ヘ
イ
ド
）
ト
シ
、
其
常

「
健
康
」
と
い
う
語
の
創
始
者
に
つ
い
て

和
薙
鋒
毯
曜
稗
一
一
摩
一
器
平
成
九
年
四
月
十
五
口
受
付

杉
浦
守
邦
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従
来
、
わ
が
国
に
は
、
「
す
こ
や
か
」
と
い
う
意
味
を
表
す
語
句
に
壮
健
と
か
健
全
、
健
勝
と
い
う
語
は
あ
っ
た
が
、
健
康
と
い
う
語
句
は

な
か
っ
た
。
緒
方
洪
庵
が
、
な
ぜ
従
来
あ
る
言
葉
を
使
わ
ず
、
新
し
く
健
康
と
い
う
語
句
を
作
っ
た
か
、
其
の
理
由
を
考
え
て
み
る
と
、
そ

れ
は
ゲ
ソ
ン
ド
ヘ
イ
ド
の
定
義
の
う
ち
「
常
ヲ
衛
（
ま
も
）
ル
」
と
い
う
点
に
注
目
し
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
「
常
ヲ
衛
ル
」
と

は
恒
常
性
（
ホ
メ
オ
ス
タ
ー
シ
ス
）
を
維
持
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
っ
て
、
生
理
的
に
安
定
な
状
態
を
い
う
。
壮
健
と
か
健
全
と
い
っ
た
場
合
、

「
健
」
に
重
み
が
か
か
っ
て
、
強
く
て
力
が
あ
る
と
い
う
意
味
が
表
に
出
す
ぎ
る
、
恒
常
性
保
持
の
意
味
が
ど
う
し
て
も
薄
れ
て
し
ま
う
。

そ
こ
で
「
健
（
す
こ
や
か
）
」
と
い
う
語
に
、
安
定
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
安
康
の
「
康
（
や
す
ら
か
こ
を
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

原
語
の
意
味
を
正
し
く
表
現
で
き
る
と
判
断
し
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。

な
お
健
康
に
「
十
全
健
康
」
と
「
帯
患
健
康
」
の
二
つ
が
あ
る
と
い
う
説
に
つ
い
て
は
、
洪
庵
の
創
意
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
。
『
病
学
通
論
」

の
基
と
な
っ
た
原
著
の
著
者
の
意
見
を
、
踏
襲
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
が
誰
で
あ
る
か
と
な
る
と
、
筆
者
に
は
わ

ヲ
変
ス
ル
者
ヲ
「
疾
病
」
（
シ
ー
キ
テ
）
ト
ス
。

気
血
諸
器
完
備
シ
テ
、
運
営
毫
モ
過
不
及
ス
ル
所
無
キ
者
ハ
、
固
ョ
リ
十
全
健
康
（
フ
ォ
ル
コ
ー
メ
ネ
、
ゲ
ソ
ン
ド
ヘ
イ
ド
）
ナ
リ
。
然
し
ド

モ
方
今
、
民
風
遊
惰
二
失
シ
、
智
巧
ニ
耽
り
、
神
思
ヲ
労
シ
、
賦
性
ヲ
傷
ル
故
二
、
其
健
康
二
過
不
及
ヲ
生
ゼ
ザ
ル
コ
ト
能
ハ
ズ
。
独
り
十

全
健
康
ノ
ミ
ヲ
以
テ
真
無
病
ト
セ
バ
、
今
人
ノ
如
キ
ハ
悉
ク
皆
病
者
二
属
ス
ベ
シ
。

世
ノ
所
謂
健
康
ナ
ル
者
ハ
、
運
営
ヤ
ャ
常
調
ヲ
欠
ク
所
ア
レ
ド
モ
、
較
著
ノ
患
害
無
ク
シ
テ
、
病
者
ノ
称
ヲ
免
ル
ル
ノ
ミ
、
是
ヲ
帯
患
健

康
（
べ
ト
レ
ッ
ヶ
レ
イ
ヶ
、
ゲ
ソ
ン
ド
ヘ
イ
ド
）
ト
請
う
。

故
二
、
健
康
卜
疾
病
ト
ハ
較
然
ダ
ル
分
界
ヲ
示
ス
コ
ト
能
ハ
ズ
。
唯
運
営
ノ
欠
調
較
著
ニ
シ
テ
、
其
人
躬
ラ
之
ヲ
覚
エ
（
ク
ワ
ー
レ
イ
キ
、

シ
グ
ベ
フ
ィ
ン
デ
ン
）
、
或
ハ
傍
人
観
テ
以
テ
其
病
有
ル
コ
ト
ヲ
知
ル
（
ク
ワ
ー
レ
イ
キ
セ
イ
ン
）
者
二
疾
病
ノ
名
ヲ
命
ス
・
」

オ
ラ
ン
ダ
語
の
「
ゲ
ソ
ン
ド
ヘ
イ
ド
」
に
な
ぜ
「
健
康
」
の
二
字
を
あ
て
る
こ
と
に
し
た
か
、
其
の
い
わ
れ
に
つ
い
て
は
、
彼
は
何
も
語

っ
て
い
な
い
。
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も
と
も
と
『
病
学
通
論
』
は
、
洪
庵
の
師
で
あ
っ
た
宇
田
川
榛
斎
か
ら
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
病
理
学
書
で
あ
る
コ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
と
コ
ン
ラ

ジ
の
著
書
二
冊
を
与
え
ら
れ
、
翻
訳
を
命
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
彼
は
こ
れ
以
外
に
さ
ら
に
ハ
ル
ト
マ
ン
の
病
理
学
害
や
リ
セ
ラ
ン
ド
、

ブ
リ
ュ
メ
ン
バ
ッ
ク
、
ロ
ー
セ
、
ス
プ
レ
ン
ゲ
ル
な
ど
の
生
理
学
書
数
編
を
参
考
に
し
て
編
ん
だ
と
、
題
言
の
中
で
述
べ
て
い
る
の
で
、
果

た
し
て
ど
の
著
者
の
意
見
か
、
今
後
の
検
討
に
待
ち
た
い
。

さ
て
、
『
病
学
通
論
』
（
三
巻
）
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
前
述
の
ご
と
く
嘉
永
二
年
の
四
月
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
時
を
以
て
健
康
と
い
う

用
語
が
初
め
て
世
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
と
い
う
と
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
か
ろ
う
。

洪
庵
の
手
元
で
原
槁
が
ま
と
ま
っ
た
の
は
、
当
然
そ
れ
よ
り
前
で
、
緒
方
富
雄
著
「
緒
方
洪
庵
伝
」
に
よ
る
と
そ
れ
は
天
保
一
五
年
二
八

（
２
）

四
四
）
の
頃
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
原
稿
の
段
階
で
坪
井
信
道
に
送
っ
て
批
評
を
求
め
た
手
紙
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
心
そ
れ
以
外
に
も
写
本
と

し
て
広
く
使
わ
れ
て
い
て
、
正
式
の
出
版
を
乞
う
意
見
も
沢
山
寄
せ
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。
適
塾
の
中
で
も
当
然
、
之
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て

塾
生
に
講
義
が
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
今
日
誰
で
も
口
に
す
る
「
健
康
」
と
い
う
語
句
は
、
中
国
な
ど
か
ら
入
っ
て
き
た
外
来
語
で
は
な
く
、
日
本
人
の
藺
学
者

緒
方
洪
庵
の
創
案
に
よ
る
も
の
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
今
よ
り
約
百
五
十
年
程
前
に
、
医
学
用
語
と
し
て
提
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
が
医
学
用
語
に
と
ど
ま
ら
ず
一
般
用
語
と
し
て
、
五
才
の
童
子
で
も
知
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
ど
う
し
て
か
。

そ
れ
に
は
緒
方
洪
庵
の
弟
子
た
ち
、
す
な
わ
ち
適
塾
に
学
ん
だ
者
た
ち
の
活
動
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
幕
末
か
ら
明
治
初
年
に

か
け
て
、
日
本
の
思
想
界
を
リ
ー
ド
し
、
西
洋
文
明
を
紹
介
し
、
欧
化
の
旗
頭
と
な
っ
た
の
は
、
多
く
適
塾
の
出
身
者
た
ち
だ
っ
た
か
ら
で

士
め
る
０

か
ら
な
い
。

中
で
も
有
力
な
の
は
福
沢
諭
吉
と
長
与
專
斎
の
二
人
で
あ
る
。
師
匠
で
あ
る
洪
庵
の
健
康
と
い
う
語
句
を
日
常
的
に
使
用
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
大
い
に
普
及
の
役
割
を
果
た
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ワE1
とJ」 (111）



福
沢
諭
吉
（
一
八
三
五
～
一
九
○
一
）
は
、
適
塾
に
は
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
か
ら
同
五
年
ま
で
二
年
間
在
塾
し
た
が
、
退
塾
後
、
万
延
元

年
（
一
八
六
○
）
遣
米
使
節
に
随
行
し
て
ア
メ
リ
カ
に
ゆ
き
、
翌
文
久
元
年
に
は
遣
欧
使
節
の
翻
訳
方
と
し
て
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
に
赴
い
た
。
帰
国

後
、
慶
応
二
年
二
八
六
六
）
「
西
洋
事
情
」
（
初
編
）
を
著
わ
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
西
洋
の
学
校
を
紹
介
し
、
「
学
校
の
傍
に
は
必
ず
遊
園

を
設
て
、
花
木
を
植
へ
泉
水
を
引
き
遊
戯
奔
走
の
地
と
な
す
。
又
園
中
に
柱
を
立
て
梯
を
架
し
綱
を
張
る
等
の
設
を
な
し
て
、
学
童
を
し
て

（
３
）

柱
梯
に
ま
り
或
は
綱
渡
り
の
芸
を
な
さ
し
め
、
五
禽
の
戯
を
為
て
四
肢
を
運
動
し
、
苦
学
の
欝
閉
を
散
じ
身
体
の
健
康
を
保
つ
。
」
と
述
べ

て
、
西
洋
の
学
校
の
実
態
を
伝
え
、
こ
こ
で
は
児
童
の
健
康
を
目
標
と
し
て
、
環
境
を
整
え
た
り
、
体
育
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
い

ま
た
公
共
水
道
の
施
設
を
奨
励
し
、
「
水
は
人
の
身
体
を
健
康
に
し
汚
稜
を
洗
ふ
に
欠
く
可
ら
ざ
る
の
需
要
品
な
る
が
故
に
、
容
易
に
之
を

（
４
）

得
べ
き
方
便
を
設
け
れ
ば
人
の
力
を
省
く
こ
と
甚
だ
大
な
り
。
」
と
、
安
価
に
水
を
提
供
す
る
こ
と
が
、
西
洋
の
政
府
で
は
職
分
と
さ
れ
て

い
る
事
を
紹
介
し
、
水
が
健
康
の
も
と
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

さ
ら
に
『
西
洋
事
情
二
編
」
、
（
明
治
三
年
、
一
八
七
○
）
で
は
、
ブ
ラ
ッ
キ
ス
ト
ー
ン
の
「
イ
ギ
リ
ス
の
法
律
」
を
紹
介
し
て
、
人
間
の
通

義
（
月
言
す
な
わ
ち
権
利
の
意
味
）
の
第
一
に
、
「
身
を
安
穏
に
保
護
す
る
の
通
義
」
を
掲
げ
、
「
身
を
安
穏
に
保
護
す
る
の
通
義
と
は
、
生
命

ま
た
、
そ
の
続
編
と
も
云
う
べ
き
『
西
洋
事
情
外
編
』
（
慶
応
三
年
）
で
は
、
英
人
チ
ャ
ン
ブ
ル
の
経
済
言
な
ど
か
ら
、
相
互
扶
助
の
制
度

を
紹
介
し
た
中
で
、
「
衆
人
の
内
に
薄
弱
多
病
、
自
ら
衣
食
を
給
す
る
こ
と
能
わ
ず
し
て
他
人
の
扶
助
を
仰
ぐ
者
あ
り
。
是
天
性
の
不
幸
な
る

が
故
に
、
他
よ
り
之
を
扶
助
す
る
は
健
康
無
事
の
人
の
職
分
に
て
、
其
法
、
或
は
人
々
の
志
に
従
っ
て
私
に
衣
食
を
与
る
こ
と
あ
り
、
或
は

窮
を
救
ふ
の
法
則
を
設
る
こ
と
あ
り
。
固
よ
り
死
生
不
定
の
人
身
に
遁
る
可
ら
ざ
る
の
不
幸
な
れ
ば
、
之
を
助
る
は
即
ち
造
物
主
の
趣
旨
な

り
。
故
に
薄
弱
多
病
に
て
他
の
扶
助
を
蒙
る
と
も
、
其
本
人
に
於
い
て
肌
か
之
を
恥
る
の
理
な
し
。
又
身
体
健
康
に
し
て
行
ひ
正
し
き
者
、

心
力
を
労
せ
ん
と
欲
す
れ
ど
も
、
一
時
の
故
障
に
妨
げ
ら
れ
て
意
の
如
く
な
ら
ざ
る
こ
と
あ
り
。
此
亦
扶
助
せ
ざ
る
可
ら
ず
。
」
と
い
う
よ
う

るて
○，

心
力
を
労
せ
ん
と
欲
す
れ
ど
も
、

に
健
康
の
語
句
を
多
用
し
て
い
る
。

ノT16－〕1
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（
５
）

を
保
ち
、
四
肢
を
保
ち
、
身
体
を
保
ち
、
健
康
安
寧
を
保
ち
、
名
声
名
目
を
保
つ
を
云
う
。
」
と
云
う
よ
う
に
、
健
康
の
語
句
を
ふ
ん
だ
ん

に
用
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
著
書
は
当
時
争
っ
て
読
ま
れ
、
石
河
幹
明
の
「
福
沢
諭
吉
」
に
よ
る
と
、
「
初
編
三
冊
の
発
売
部
数
は
偽
版
を
合

（
６
）

す
れ
ば
二
十
万
乃
至
二
十
五
万
部
」
に
も
及
ん
で
「
此
書
が
一
世
の
指
針
と
な
っ
て
天
下
の
人
心
に
其
の
方
向
を
示
し
た
」
と
い
わ
れ
る
。

当
然
「
健
康
」
の
用
語
も
社
会
の
常
識
語
に
な
っ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

次
に
長
与
専
斎
二
八
三
八
～
一
九
○
三
は
、
安
政
元
年
二
八
五
四
）
か
ら
同
六
年
ま
で
六
年
間
在
塾
し
た
が
、
維
新
後
の
明
治
四
年
二

八
七
一
）
岩
倉
具
視
を
長
と
す
る
遣
欧
使
節
の
随
員
に
加
わ
り
、
欧
米
の
医
事
制
度
を
視
察
し
て
回
っ
た
。
明
治
八
年
、
内
務
省
に
衛
生
局
が

設
置
さ
れ
た
時
、
初
代
局
長
に
就
任
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
医
務
局
と
い
っ
た
の
を
「
衛
生
局
」
と
い
う
名
称
に
改
め
た
理
由
に
つ
い
て
、
自

著
『
松
香
私
志
』
の
中
で
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

「
英
米
視
察
中
医
師
制
度
の
調
査
に
際
し
、
サ
ニ
タ
リ
ー
（
の
凹
昌
冨
昌
）
云
々
へ
ル
ス
会
ｇ
屋
）
云
々
の
語
は
、
し
ば
し
ば
耳
間
す
る
と
こ

ろ
に
し
て
、
伯
林
に
来
て
よ
り
も
ゲ
ズ
ン
ド
ハ
イ
ッ
プ
レ
ー
ゲ
ａ
①
呂
口
今
①
厨
呂
①
鴨
）
等
の
語
は
幾
度
と
な
く
問
答
の
問
に
現
わ
れ
た
り
し

が
、
初
め
の
程
は
た
だ
字
義
の
ま
ま
に
解
し
去
り
て
深
く
も
心
に
留
め
ざ
り
し
に
、
よ
う
や
く
調
査
の
歩
も
進
む
に
従
ひ
、
単
に
健
康
保
護

と
い
え
る
単
純
な
る
意
味
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
に
心
付
き
、
次
第
に
疑
義
を
加
へ
、
漸
く
穿
鑿
す
る
に
及
び
て
、
こ
こ
に
国
民
一
般
の
健
康
保

護
を
担
当
す
る
特
種
の
行
政
組
織
あ
る
こ
と
を
発
見
し
ぬ
。
…
…
こ
の
健
康
保
護
の
事
に
至
り
て
は
、
東
洋
に
は
尚
其
の
名
称
さ
え
も
な
く
、

全
く
創
新
の
事
業
な
れ
ば
、
そ
の
経
営
ま
こ
と
に
容
易
の
わ
ざ
に
は
あ
ら
ず
。
…
…
医
制
を
起
草
せ
し
折
、
原
語
を
直
訳
し
て
健
康
も
し
く

は
保
健
な
ど
の
文
字
を
用
い
ん
と
せ
し
も
、
露
骨
に
し
て
面
白
か
ら
ず
、
別
に
妥
当
な
る
語
は
あ
ら
ぬ
か
と
思
い
め
ぐ
ら
し
し
に
、
ふ
と
「
荘

子
」
の
庚
桑
楚
編
に
衛
生
と
い
へ
る
言
あ
る
を
憶
ひ
つ
き
、
本
書
の
意
味
と
は
や
や
異
な
れ
ど
も
、
字
面
高
雅
に
し
て
、
呼
声
も
あ
し
か
ら

（
７
）

ず
と
て
、
つ
い
に
こ
れ
を
健
康
保
護
の
事
務
に
適
用
し
た
り
…
…
」

当
然
、
彼
の
談
話
の
中
で
、
衛
生
と
い
う
言
葉
と
と
も
に
健
康
と
い
う
語
句
は
、
頻
繁
に
用
い
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
内
務
省
衛
生
局

長
が
使
う
言
葉
は
衛
生
局
内
の
み
で
な
く
地
方
の
衛
生
官
吏
の
間
で
も
使
わ
れ
、
瞬
く
間
に
全
国
に
広
ま
っ
て
行
き
、
市
民
の
間
に
も
医
学
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用
語
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
普
通
語
と
し
て
定
着
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

文
献

（
１
）
緒
方
洪
庵

（
２
）
緒
方
富
雄

（
３
）
福
沢
諭
吉

（
４
）
福
沢
諭
吉

（
５
）
福
沢
諭
吉

（
６
）
石
河
幹
明

（
７
）
長
与
專
斎

一
九
八
○

「
福
沢
諭
吉
」
ユ

「
松
香
私
志
」
、

（
昭
和
五
五
年
）

『
病
学
通
論
巻
之
二
」
一
丁
、
適
適
斎
蔵
青
葉
閣
発
行
、
大
阪
、
一
八
四
九
（
嘉
永
二
年
）

『
緒
方
洪
庵
伝
」
三
八
～
四
二
頁
、
岩
波
書
店
、
東
京
、
一
九
六
三
（
昭
和
三
八
年
）

「
西
洋
事
情
」
、
慶
応
義
塾
編
『
福
沢
諭
吉
全
集
第
１
巻
』
三
○
三
頁
、
岩
波
書
店
、
東
京
、
一
九
五
八
（
昭
和
三
三
年
）

「
西
洋
事
情
外
編
」
（
同
上
）
三
九
三
頁

「
西
洋
事
情
二
編
」
（
同
上
）
四
九
八
頁

「
福
沢
諭
吉
」
六
八
～
七
六
頁
、
岩
波
書
店
、
東
京
、
一
九
四
二
（
昭
和
一
七
年
）

「
松
香
私
志
」
、
小
川
・
酒
井
校
注
「
松
本
順
自
伝
・
長
与
專
斎
自
伝
」
（
東
洋
文
庫
）
一
三
三
～
一
三
九
頁
、
平
凡
社
、
東
京
、

（
大
津
市
）
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